
第42回大会〕

D 179 ふ齢葡のr外(ておける;(■衣の｀ダイン今仰(オS佩)
　　　　衆着雰園々短人　応　旛多

　目的

に傭え.，

高齢条の4 取も既聚眼・とある劃令が｀高くい) ,

島断－に望まK る伏遣 り被服・f≫fl従が恚ダれる。

被　服　209

今係危､ﾋｰ･r 今で進心鳥齢化社令

tの一助t り:＆ことを回的に,゛l″甲゛｀,　r57i*T '・I - i ゛｀″｀゛i″｀ViJi'チm｀T'‘゛') Ill f｀V f＼y｀″゛゛●　V,゛(　´ft ｀'XT｀'ｸゝ　/c w‘'゛゛ア

鳥齢勧ﾘﾀに鴻印いい' る最外衣り財t<≫ Tダ'fン＼ 3靭に乍以収勢･ 今杵しに。紋

別゛つuべほ昨^ 4 41 囚人令r≒今につぃt (雲審政嘩忿叶け句55 回疏黛で報七丿-^h''，

利肘･(^ i?.'i^ びう期/萱伴l襟銀しべ^単を報知i。

　方浪　①Ｕ

写^に池･)，tK^タ杵丿教料としf;。ﾜンプ･レれ(J-, 男to s 凡す6・1 弗ぐあi ,

(D哨-t時期ほ，i?^-?年7～≫ 月りゆ尺のa を蓬び，･O峰～･Ct.時μ'丿恥後粁を捧Bx しに。

(D ft" イン･^タ杵･ち＆外教・咳種 丸りfりび･t f ゛穆輯，秀吹のに,ダ･a あぎo) (iL置あ･
-I　１　｀　’・　-S・I ■゛1　S*'-/1’∝’‾l●’･゛V●*ﾆ,　　f‾:’ミ
S.ぴ留具，納゜肩玲f,s. ひで色, 陳咎んり- じじあ各．

　純f. Rf,^ 副吸堵､J 99．1% "iシ々ヅfc ス'･本.'v≪班/旨わせr S めに．ジャブ．あき･* Pi

全開ヒ逢甲あS r.刄≫‘卜K, 莉勧i: 55.ワ%, 仁% IS-昧3 % で'あバ≒丸リ(μ埓出双し

前々聞t゛はシベI a ターSS.¥恥オーア゜v^カ？- 吼3 札をf'£さ'I-"'-* ンヤヅカラーり．1
ｇ
スヲV カラー27.? %　ﾌ√V r カラーn．i>χΓあっμ。-i は白が9i/ h｀■,f-
　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。･^　・’・　”　’・・-

,-,　●　゛ｌ　･’ｌ　　－ニ’ニl’‾ﾐ″´’ミ　　　　　　　Ｚ

手り樟｛tワV ピースかヽ｀’53,7ち次ヽヽt-プラウ;?. tスプウ- ＼rがβ冲% t" あ丿

　　④ヤ

ワンピー

ﾇ‘?>り｢' ｀／＼%，えｰI)は「り:し」がにS %, 政｀ t"オーr ■ンカラーが2｣.亭Xで", あきはウ

-i－Xト'-)･に／い)下の含呻^ ? r本rン山めのも・･が'7/ ･ぶ/.,　f'f<i V 摘が糾･1乙色･*
１

D 180

3 色っヽ力ヽし心毛のぴ% 力｀バこ，ﾌ巧クスもえリバんヽもめか･'f2.4-χ出現しf"．

高齢者の生活動作能力と寝衣の関係に関する一考察（第1報）

和洋女子大家政　○力丸テル子　佐久間　淳（非常勤）

　目的　本研究は、わが国における人口高齢化に際し、老人が健康でより快適な生活を得る

ため、とくに身近な寝衣について、老人の健康状態や生活動作能力との関係から実態を把握

し、快適で使用性と扱いにすぐれたものを考案する基礎分析の第一報である。

　方法　まず寝衣などの実態調査を、1988年から89年にかけて養n老人ホーム入所老人30名

と、65 歳以上の在宅老人70名について行った。内容は現在の生活動作能力、夏冬衣服、寝衣

の種類と材質、使用の理由、使用上での問題点などの30問である。この結果をコンピュータ

にかけ、クロス集計、相関分析、多変量解析などを行った。

　結果と考察　最終的分析に用いたのは、ホーム老人の27名( 男6 =22.2％、女21 = 77.8％）

在宅老人の53名（男13 = 24.5 ％、女40 = 75.5％)、計80名であり、平均年齢では76.4ii£と76

.8歳で近似していた（階層別には差がある）。そこで、生活動作（ＡＤＬ）の状況をみると、

①とてもよい、②よい、③普通、R悪い、⑤とても悪い、の内で①～③を合わせたものは前

者が70.3 ％、後者が66.0％であり、在宅老人のほうが悪い傾向を示した。また趣味による活

動でもホーム老人の活発性が見られた。

　一方、普段着の種別を見ると、前者では和服が１割強を占め、後者では洋服が93 %と若干

多かった。そして流行への関心は、「ある」が前者の19 %に対し、後者では34 %に及び特徴

的な差を示した。ついで寝衣は、前者で日本式ねまきが56 ％であり、後者では4B ％と少なく、

代わりにパジャマが52 %を占めた。そして着用上での問題点としては、サイズが合わないが

前者で26 % 、後者で15 %に達しており、改善の必要性が考えられた。


